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令和６年３月３日（日）に、甑葉プラザの甑葉ホールを会場に、令和５年度村山市６次産業化推進
フォーラム「Ｍｕｒａ６ ２０２４」が開催されました。
当フォーラムでは、市内事業者による特別講演や小学生のステージ発表、高校生の成果発表を行った

ほか、市内６次産業化商品の展示や販売、試食が行われ、多くの方に来場いただきました。

「大好き村山！みりょく発見のたびへ」
村山市の良い所や、美味しい物を総合学習の中で

探し出した村山市立楯岡小学校３年生のみなさんが、
ステージ発表を行いました。田畑で収穫した農産物が
加工され、姿を変えて商品化し販売する６次産業につ
いて、学んだことを歌や踊りで表現し、会場は大いに
盛り上がりました。

「酒米の高品質化及び麦の栽培と
６次産業化について」

山形県立村山産業高等学校農業経営科
２年生のみなさんは、市内事業者とコラ
ボした酒粕シフォンケーキや原料である
酒米作りの奮闘などについて成果発表を
行いました。高校生の様々な取組に刺激
を受けました。今後の研究にも、大いに
注目です。

「ｅコマースの可能性～ふるさと納税を活用した地域活性～」
市内事業者でｅコマースのトップランナー「株式会社ローカルブ

ライト」代表取締役の鈴木祐一郎氏、地域創生ディレクターの小倉
匡起氏よりｅコマースの可能性について、講演いただきました。人
口減少の中、販路拡大の方法として、地方自治体が窓口となるふる
さと納税は拡大の一途で、今後は巨大マーケットの中で競争力の高
い魅力的な商品創りが、さらに重要になってくるとのことでした。
株式会社ローカルブライトでは、ブランディング強化のための支援
を行っているため、検討している方は相談してみてはいかが
でしょうか。

担当 ： S.N ＆ S.Y ＆ T.T
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美味しむらやま見本市

やまがたの「食」と「農」マッチング交流会

１月２５日（木）山形ビックウィング（山形市）でやま
がたの「食」と「農」マッチング交流会が開催されました。
農林漁業の２０業者、食品製造業が１４業者参加しました。
一昨年に引き続き、当協議会作業部会で参加しました。今
回、農産物の生産者として、食品製造業者の方々にお話を
聞きましたが、村山市産の農産物を求める業者は多く、
ニーズがあることに驚きました。
この交流会は、県内に事業所があり県産の農産物等を求
める食品製造業者や卸売業者と、県内で農産物等を生産す
る農林漁業者などのマッチングを目的としたもので、「や
まがた食産業クラスター協議会」主催で毎年（７回目）行
われています。食品製造業者・農林漁業者、どちらの立場
としての参加も可能で、情報交換や今後の取引に向けての
具体的な話し合いができる場ですので、「こんな農産物を使ってみたい」や「こんな農産物を売り込みた
い」、「トレンドやニーズを知りたい」という方がいれば、実際に参加して話をしてみることをオススメ
します。次回の開催は、まだ先になりますが興味のある方は、是非参加してみてください。
当協議会でも交流会開催の情報を提供しています。 担当:O.S

担当:I.Y

１月１７日（水）ヒルズサンピア山形（山形市）で美
味しむらやま見本市が開催され、村山管内産農産物を原
料に食品を製造・販売する１９事業者が出展しました。
村山市からは、巻き巻きや（富並）と合同会社四喜彩
（楯岡）が出展し、さらにサカベｆａｒｍ（大倉）と農
事組合法人楯岡営農生産組合（楯岡）が当協議会作業部
会として出展しました。
巻き巻きやは、今回で３回目の出展となりますが、毎
回様々な方との出会いがあり、新たなつながりが生まれ
るとのことです。今回は、隣のブースの有限会社大山製
菓（山形市）とマッチングし、巻き巻きやで漬け込んだ
赤しそを使用した「しそ飴」がまもなく販売となる予定
です。その他にも、しそエキスを使用したいバイヤーか
ら引き合いがあり、今後試作を行う可能性があります。
当協議会作業部会では、「さんさ１００％ジュース」
「ふじ１００％ジュース」「雪むろ秘伝豆納豆」を出品
し、リンゴや大豆に関係するイベントなどへの出品の引
き合いがあり、また、デザインや販売方法、宣伝方法へ
のアドバイスを各バイヤーの方々よりいただきました。
以上のように、新たな出会いが始まっています。今後
の展開に期待です。

見本市に先立ち、出展者を対象に事
前勉強会（商品魅力アップセミナー）が開催さ
れました。バイヤーとの商談の進め方、出展品
の魅力の伝え方等を学ぶことができました。

廣瀬僚太、鈴木友里、齋藤京子、
鈴木雄一、緒方彗生、坂井奈緒、
布川淳一、伊藤保子、土谷拓未


